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、ーコ、市

菜食発0130第5号

平成 25年 1月 30日

都道府県知事

各| 保健所設置市長 |殿
特別区長

麻薬、麻薬原料植物、向精神薬及び麻薬向精神薬原料を指定する

政令の一部を改正する政令の施行について(通知)

平成 25年1月 30日政令第 20号をもって、麻薬、麻薬原料植物、向精神薬
及び麻薬向精神薬原料を指定する政令(平成2年政令第 238号。以下「指定政
令」という。)が、別添のとおり一部改正されたので、下記事項について御了

知の上、関係各方面に対する周知徹底及び適切な指導方御配慮願いたい。

記

第 1 改正要旨

1 改正の概要

次に掲げる物質については、麻薬と同種の有害作用及び麻薬と同種の濫

用のおそれが確認されたことから、これらを新たに麻薬として指定するた

め、指定政令を改正したものである。

①2ーエチルアミノー 1ーフェニルプロパンー 1ーオン

②N， Nージアリルー5ーメトキシトリプタミン

③1ーフェニルー2ー(ぜロリジンー 1ーイル)ペンタンー 1ーオン

④(  1ーブチルー 1Hーインドール-3ーイル) (ナフタレンー 1ーイ
)(， )メタノン

⑤ (4ーメチルナフタレンー 1ーイル) (1ーペンチルー 1Hーインド

ール-3ーイル〉メタノン

⑥1ー (4ーメトキシフヱニル)-Nーメチルプロパン-2ーアミン
2 改正の内容

次の物質を麻薬に指定したこと。(指定政令第一条関係)

①2ーエチルアミノー 1ーフェニルプロパンー 1ーオシ及びその塩類
②N， Nージアリル-5ーメトキシトリプタミン及びその塩類
③1ーフェニル-2ー(ピロリジン-1ーイル)ペンタンー 1ーオン及び



その塩類

④(  1ーブチル-1Hーインドール-3ーイル) (ナフタレンー 1ーイ

ル)メタノン及びその塩類

⑤ (4ーメチルナフタレンー 1ーイル) ( 1ーペンチル-1Hーインド

ール-3ーイル)メタノン及びその塩類

⑥1ー (4ーメトキシフエニル)-Nーメチルプロパン-2ーアミン及
びその塩類

3 施行期日
公布の日(平成 25年1月 30日)から起算して 30.日を経過した日(平
成25年3月1日)，から施行するものであること。

第2 改正政令の施行に当たっての留意事項
① 研究者及びその他の者が業務又は研究のため、今般麻薬に指定される物

質(以下 f麻薬指定物質」という。)を継続して取り扱う場合には、指定

政令の一部を改正する政令の施行日以降、麻薬及び向精神薬取締法(昭和

28年法律第 14号。以下 F麻向法」という。)による規制を受けることと

なることから、当該施行固までにあらかじめ麻薬研究者等の免許取得等必

要な手続を行わせるとともに、記録、保管、届出等の規制事項!こついて指

導し、管理不備に起因する事故が発生しないよう指導されたいこと。

② 既に麻薬研究者等の免許を取得している者が、麻薬指定物質を取り扱う

場合についても、~①と同様に記録、保管、届出等規制事項について指導

し、管理不備に起因する事故が発生しないよう指導されたいこと。

③①及び②について、麻向法第 49条等の規定に基づく麻薬研究者等の届
出書に記載する期初在庫数量については、施行日(平成 25年3月1日)
現在の在庫数量を記載す否ょう指導されたいこと。

④ 研究者及びその他の者が所有している麻薬指定物質のうち、今後必要と

しないものについては、指定政令の一部を改正する政令の施行目前であれ

ば廃棄するよう指導し、施行日以後であれば所有権を放棄するよう指導さ

れたいこと。また、麻薬指定物質を廃棄するときは、焼却等当該物質を回

収することが困難となるような方法で行うよう指導されたいこと。なお、

施行日以降に発見した場合は、所定の調査を行い、状況に応じた措置をと

られたいこと。

第3 物質の構造式等

①化学名: 2ー工チルアミノー 1ーフエニルプロパンー 1ーオン

通称:エトカチノン

構造: 。
H 

N~ 



②化学名:N， Nージアリル-5ーメトキシトリプタミン
通称 5-MeOー DALT

構造:

'( 
③化学名:1ーフェニルー2ー(ピ口リジン-1ーイル)ペンタンー 1ーオ

ン

通称 :α-PVP

構造

司、
#' 

。。
④化学名 ( 1ーブチルー 1Hーインドール-3ーイル) (ナフタレンー 1

ーイ，1，..)メタノン

通称 JVI(Hー 073

構造:
『、

d戸

。

⑤化学名: (4ーメチルナフタレンー 1ーイル) (1ーペンチルー 1Hーイ
ンドールー3ーイル)メタノン

通称 :JWH-122
構造ー

『、

&'ク

旬、

。



⑥化学名:1ー (4ーメトキシフエニル)-Nーメチルプロパン-2ーアミ
ン

通称 :PMMA

構造:

耳
""'-
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号
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
〔
平
成
六
年
法
律
第
九
十
五
号
)
附
則
第
二
十
七
条
第
三
項
、
国
民

年
金
法
等
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
二
年
法
律
第
十
八
号
)
附
則
第
四
十
条
及
ひ
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び

農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法

律
(
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一
号
)
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
己
の
政
令
を
制
定
す
る
。

〔
匡
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条
国
民
年
金
法
等
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
(
昭
和
六
十
一
年
政
令

第
五
十
四
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
の
三
中
「
該
当
す
る
者
」
の
下
に
「
(
同
条
第
五
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
在
除
く
。
)
」
在

加
え
る
。
第
二
十
六
条
の
四
第
三
号
中
「
限
る
」
在
「
摂
り
、
同
法
的
則
第
十
二
条
の
六
の
三
第
五
項
本
文
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
者
在
除
く
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
該
当
す
る
雪
の
下
に
「
(
同
条
第
五
項
杢
文
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
者
を
除
く
J
」
在
加
え
、
同
条
第
九
号
中
「
限
る
」
を
「
限
り
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
附
則
第
十
二
条
の
六
の
三
第
五
項
云
文
の
規
定
の
適
用
在
受
け
る
者
を

除
く
」
に
改
め
る
。

〔
園
長
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
)

第
二
条
国
民
年
金
法
等
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
〔
平
成
六
年
政
令
第
三

百
四
十
八
号
)
の
一
部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
士
ハ
条
の
こ
第
二
項
中
「
、
国
民
年
金
法
」
在
「
、
二
以
上
の
国
民
年
金
法
」
に
、
「
受
給
権
在
二
以
上
有
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
と
き
」
を
『
受
給
資
格
期
聞
を
満
た
し
て
い
る
場
合
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
受
給
権
を
有

す
る
」
を
「
受
給
資
格
期
聞
を
満
た
し
て
い
る
」
に
改
め
る
。

〔
平
成
十
二
年
度
、
平
成
十
四
空
度
及
び
平
成
十
五
年
度
の
国
民
年
金
制
度
及
び
厚
生
年
金
保
険
制
度
の
改
正
に
伴

う
経
過
措
置
伝
聞
す
る
政
令
の
一
部
改
正
)

第
三
条
平
成
十
二
年
度
、
平
成
十
四
年
度
及
び
平
成
十
五
年
度
の
国
民
年
金
制
度
及
び
厚
生
年
金
保
険
制
度
の
改
正

に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
(
平
成
十
二
年
政
令
第
百
八
十
号
〉
の
一
部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(
国
民
年
金
法
附
則
第
九
条
の
こ
の
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
聞
の
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
停
止
に
関
す
る
経
過

措
置
)

第
五
条
当
分
の
問
、
国
民
年
金
法
附
則
第
九
条
の
二
の
二
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
に
お
け
る
厚
生
年
金
保
険
法

附
則
第
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
に

よ
る
老
齢
基
礎
年
金
(
司
法
的
則
第
九
条
の
こ
の
こ
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
在
除
く
。
次
項
及
び

附
則
第
十
一
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て
向
じ
。
)
」
と
す
る
。


